



第 24 号 2002 年 1 月
出会い
中西先生をはじめて知ったのは, 約 5年前の初夏の一日, 彼が当時勤めていた流通科学大学に






福祉大へ赴任してきた. 彼の活躍は目覚しく, 時にはゼミ生を除名にしたとの噂さを聞き, 温厚
な彼の中にそんな激しさがあるのかと驚いたりした. その後, 医療経済の研究などで彼の希望と
抱負がどのくらい満足されたか, は分からない. 聞くのは照れくさかったし, 聞くようなことと
は思えなかったから. 時々行き合うときなぜか近寄っていって共通の話題であるパソコンの話な
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いになっている. しかしこの近代兵器は, 常に順調とはいかず, しばしば故障するものである.
大学では教授とは名ばかりで, 社長兼小使だから全てのことを自分でやらなければならない. ど
この大学にも情報センターという組織はあるが, あまりあてにはならない (？). そこでパソコ





リー, ハードデスクの拡張に始まって CPU, マザーボードの交換に進むと, もう自作の道しか
ない.
日本福祉大学経済論集 第 24 号
16
自作への道
自作する前のメインマシンは 3 年前に購入したゲートウエイの GP6－350 でスペックは CPU
がペンティアム 2 の 350MHZ, メモリーが 192MB (当初の 64MB から拡張), ハードデスクが
53GB (当初の 8GB から拡張) で, DVDと CD－RW (当初は CD－ROMのみ) を装備してい
た. つまりCPU以外はすべて拡張してしまったことになる. OSも購入時はウィンドウズ 95だっ




1 つの案は, メーカー製, あるいは通信販売のギガマシンの完成品の購入だが, 通販でも最近
の PCパーツの急激な下落傾向にはついていけず, つまり相当割高だし, メーカー製は技術的に
陳腐でかつ値段が高い. 例えば, 256 メガバイトのメモリーの秋葉原価格 (ノーブランド) は
5000 円を切っているが, 通販価格は倍以上である. 勿論, そのことによるリスクも十分考慮し
なければならないが―. それより何より自作の誘惑が強すぎた. 毎週, 秋葉原を歩かなければ落
ち着けない身にとって ｢俺にもできないはずがない｣ というのが正直な気持ちだ. 何せ, 秋葉原







は行きつけの秋葉原だ. かさばるケースは ｢雨の日サービス｣ を使って送料無料で大学へ送って
もらった. CPU は安定感を重視してペンティアム 3 の 866MHZ にした. 1GHZ も魅力的だが
866MHZ のほうがだいぶ安い. その他の部品の調達状況は表の通りである. 総費用は 71, 500
円となった. 自作での難関は, 一つは CPUの取り付けで CPUファンのバネがいわれているよ
うに硬く大変だった. もう一つはスイッチ類のコードの取り付けで, これも分かりにくい. この
ほか, OS のインストールと周辺機器のドライバーの入れ直しがいわれるように厄介であった.
しかし全体的には ｢案ずるよりも産むが易し｣ であった. 傑作なのはようやく出来上がったので,
大学の生協の食堂で食事をとって研究室に帰ってみると, パソコンの箱の中からピーポーピーポー
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C P U ペンティアム 3 866MHZ 21,300
マザーボード AOPEN AX3S PRO 13,800
メ モ リ ー 256MB 4,800
H D D IBM 45GB 14,000
ビデオカード GEFORCE2 MX 8,900
サウンドカード On Bord ―
ケ ー ス AOPEN 8,700
D V D 流用 ―




けいれず, 立ち上げているソフトも 1つだけ, ワードのときはワードだけ, エクセルのときはエ





るしだいである. (平成 13 年 7 月記)
(注) その後, 解消したようである.
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